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衆

議

院

議

長 

伊 
 
宗 

一 

郎 

殿 

 

衆
議
院
議
員
菅
直
人
君
提
出
国
家
公
安
委
員
会
の
開
催
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 



 

一 

衆
議
院
議
員
菅
直
人
君
提
出
国
家
公
安
委
員
会
の
開
催
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

国
家
公
安
委
員
会
の
議
決
に
関
し
、
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
に
御
指 

摘
の
よ
う
な
規
定
は
あ
る
が
、
例
え
ば
、
委
員
等
の
間
で
既
に
実
質
的
な
合
意
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
緊
急
を
要
す 

る
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
は
、
持
ち
回
り
方
式
に
よ
り
議
決
を
行
う
こ
と
と
し
て
も
法
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と 

考
え
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

法
第
十
一
条
第
二
項
は
、
国
家
公
安
委
員
会
が
会
議
を
開
い
て
議
決
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
り
、
持
ち
回
り 

方
式
に
よ
り
議
決
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
の
規
定
で
は
な
い
。 

三
に
つ
い
て 

合
議
制
の
機
関
が
持
ち
回
り
方
式
に
よ
り
議
決
を
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
否
か
は
、
機
関
の
任
務
、
性
格
等
に
よ
り
異 

な
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
法
令
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

な
お
、
国
会
に
お
け
る
議
事
運
営
に
係
る
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
答
弁
す
る
立
場
に
な
い
。 



 

二 

四
に
つ
い
て 

閣
議
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
憲
法
上
及
び
法
律
上
特
段
の
定
め
は
な
く
、
内
閣
の
合
理
的
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
も 

の
と
解
し
て
い
る
。 
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